
秋山集中 南ア：仙丈岳‐甲斐駒ケ岳 

◆日程 2016年 10月 8日(土)～10月 9日(日) 

◆メンバー L : 須田、日比野 

金曜の夜中に甲府駅に着き、ステーションビバークする。日比野さんは少し早く着いて先に

寝ていた。他にも主に学生と思われる 20 人ほどが寝ている。 

10月 8日(土) 天候：曇りのち雨 

4 時間位仮眠を取って 4:35 の広河原行きのバスに乗る。夏合宿のときはバス 5 台分の登山

者がいたが、今回は 2 台で十分収まった。広河原で北沢峠行きに乗り換え、7 時過ぎに到着。

私は今回めでたく初北沢峠である。ちなみに仙丈ケ岳も初めてだ。 

小雨が降る中、10 分程歩いて長衛小屋へ。広くて平らな快適テン場に早速テントを設営す

る。テントは日比野さんの私物の 2 人用エスパースだ。素早く準備を整えて仙丈ケ岳に向けて

出発する。 

仙丈ケ岳は標高 3032m、南アルプスの女王と呼ばれ、たおやかな山容とお花畑に彩られた

コースで人気がある山で、百名山の一つでもある。歩き出しは少し晴れ間が見えていて、もし

かすると頂上で展望ありか？などと期待しながら登っていたが、すぐにぽつぽつと降り出して

きた。森林限界を超えると風が強くなり、仙丈ケ岳の頂上に着いたときはかなりの強風が吹き

つけていた。会旗を出して写真を撮る時も風にあおられて立っていられないような状況だった。 

すぐに仙丈小屋まで下り、小屋の休憩所で大休止した。持参したカップラーメンにテルモス

のお湯を入れる。山専ボトルと言え、前日自宅で入れてきたお湯なので流石にぬるい。それで

も冷えた身体には温かいラーメンが有難かった。下りの途中で藪沢小屋で休む。小屋は無人の

避難小屋で中はお化けが出てきそうな雰囲気だ。外にあるトイレは 200 円の携帯トイレを使

用する方式だ。これなら掃除する必要もないのでいいアイデアだ。 

長衛小屋に着いてテントの中に入り、やっと人心地がついた。夕飯はレトルトのキーマカレ

ーに和風ハンバークと海草サラダ。昔のレトルトカレーとは比べられないほど最近のものは美
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味しく頂ける。明日は 3 時起床なので 19 時に寝ることにする。隣に張ってあるツェルトから

はものすごいイビキが聞こえているが、こちらも寝不足のうえ疲れているのでたいして気にせ

ず寝ることができた。      (記：須田) 

CT：7:50北沢峠長衛小屋～8:30二合目出合～9:30 2400m休～10:30小仙丈ケ岳

～11:35仙丈ケ岳～12:00仙丈小屋12:40～13:30藪沢小屋 

～15:15長衛小屋 

10月 9日(日) 天候：雨のち曇り 

朝から予想通りの雨。食事を済ませ、小屋のトイレ前の屋根の下でパッキング。真っ暗の中

ヘッドライトの明かりを頼りに歩き出す。ライトの明かりが雨に反射して視界をさえぎり歩き

にくい。仙水小屋を越え樹林帯の切れ間に出たころ少し明るくなってきた。仙水峠の下側は、

辺り一面岩がゴロゴロしていて、南アルプスではないような景色だった。駒津峰まで樹林帯の

中高度を上げていく。相変わらず雨がやむ気配はない。稜線に出ると強い西風が待っていた。

六方石の分岐では安全を考え右側の巻き道を選ぶ。この辺から花崗岩の白い地面に変化する。

景色は見えないが山頂が近くなっていることを感じる。上に行けば行くほど風が強くなる。ひ

どい時はよろけるくらい強い。 

山頂に着いた時にも風は強く、辺りは真っ白であった。我々2 人の他には誰もいなかったの

で、交互に写真撮影をした。携帯のメールをチェックすると、「悪天候のため山頂へは行かず

下山します」と河野さんからメッセージが入っていた。返信をしていると、うっすら太陽が見

え始め、雲に切れ間ができてき

た。鋸岳と仙丈岳が一瞬見えた。

この悪天候で景色が見えるなん

てラッキーだ。 

山頂はとにかく寒かったので、

少し下ったところで休憩を取る。

ここで河野さんと電話が通じ、

我々も黒戸尾根を下る事を伝え

る。天候は徐々に回復してきた。

七丈小屋に着いたころは日差し

が差し込み、五合目からは甲斐

駒、刃渡りでは鳳凰三山が見え

た。 

やはり山では景色が見えると

気分が全然違う。それにしても黒戸尾根は何度来ても長く感じる。麓の竹宇駒ケ岳神社の駐車

場にて、雫さんと河野さんと合流。近くの温泉「尾白の湯」で汗を流し、三浦屋に向かう。長

い黒戸尾根を歩いた後は、三浦屋に泊まるのが楽しみなのである。山田さんの奥様の手料理と、

買い出しした食材とお酒で楽しい宴の始まり。山田さんが持ってきてくれた昔の集合写真や、

山中さんの飲酒の話で盛りあがり就寝。    （記：日比野） 

CT：起床(3:00)-長衛小屋発(4:48)-仙水峠(6:10/6:15)、一本(7:15/7:25) 

-甲斐駒ケ岳山頂(9:15/9:35)、一本(10:00/10:10)-七丈小屋(11:09/11:42)、

-五合目(12:20/12:30)、一本(13:20/13:30)-笹の平分岐(14:35/14:47) 

-駐車場着(16:07) 


